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東京都現代美術館
aaca理 事
TAK建築 都市計画研究所

代表取締役

lJl澤 孝 彦

東京都渋谷区神富前31312
TEL 03-3402-4098

首都東京に現代美術の動向を知ること

のできる美術館の建設を望む声に答えて、

東京都現代美術館は江東区木場公園の北

端にその位置を得た。24haと 広大な都市

公園の一角であるので、公園と一体的な

環境化を計ることで、そこに一大バブリ

ックゾーンが形成されるものとの考えを

出発点とした。即ち美術館を公園との呼

応関係に発展させる中に固有の空間性を

際立てて、それを現代美術と向き合わせ

ようとするものである。

大型公共施設の分散配置を進める都政

の一環として位置を得た木場公園内の敷

地は、およそ24,000mPで、この規模は美

術館の基本機能を並タリに配置することを

可能にするものであつたし、その上に公

国内の建物高さ制限もあつて、平面構成

に広がりを持ち、断面ではあまねく水平

的な構成が生み出された。

とりわけ空間規模の大きい公共施設に

診いては、平面的な広が |」 のある構成が、

利用者に対 して基本的に接地性の高い水

平的動線を提供 し、また建築空間とこれ

をとりまく環境相互の関係を直接的なも

のとするために極めて有利であると信じ

ている。当美術館も、この特徴を発展さ

せたものといえよう。

美術館の配置構成は南の公園側にパブ

リツク棟、反対の北側に管理部門棟を平

列配置させ、その中間に企画展示棟、美

公園いつぱいに伸びるエントランス回ビー

術情報棟、常設展示棟の三つをはさみ込んた

単純明快な構成として、それらの基本的

な構成ブロックを水平動線でつなぐもの

とした。そして建築をとりまく環境との

関係をより直接的なものにするために、前

面道路と公園側に向けてパブリック空間

を配 し、極力開放的なディザインで内外

の直接的関係が充分に計れるものとした。

随所に外部と開放性をもつて連携する空

間は、外界の変化が美術館の空間の動き

と連携をもつて交流するといつた、空間

の環境化への一計である。開放的な関係

でつながる空間相互の視覚的な流通は、

居合わせる人々相互の視覚を結び合わせ

て、時空を共有する連帯意識が引き起こ

様々のイベン トに対応 した中庭

断面的な構成を交鎖させる外部展示空間とロヒー棟
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すある種の濠l場性を生み出すに違いない

と考え、鑑賞者の芸術的営為そのものが

即座に美の対象に化して しまうといつた、

いわゆる 「ライブステージJと しての空

間性をそこに期待 した。このことは、環境

や人々の日常的な行為と相互に関わる領

域にまで踏み込んでいる現代美術の傾向

を受け止めるにも、充分なる有効性を発

揮するものとして考えられた。

いずれも多面的に連携する空間の連鎖

を、美術館の鑑賞ルー トに重ね合わせた

構成に意を用いた。平面構成における環

境化は、ア トリウム空間に外光を導き込

んで、内的空間に外的な環境因子を投げ

入れるといつた風に仕立てたが、一方断

面構成に診いても、外的因子の投入には

ダイナミックな構成を行つている。即ち

公園lFlに面 した部分を、地下 2階 まで掘

り込んだ外的空間で構成して、公園を美

術館の内に引き込み抱え込んで、多様な

空間のネッ トワークを形成し、それらが

相互に重層 しまた作用 し合う構図を意図

とした。

展示室については、いわゆるホワイ ト

キュープが構成の主体を形成 しているも

のの、ハイサイ ドライ トや大開口部を通

じて交流する自然光や視覚の流通を因子

とするア トリウム化によつて閉鎖的空間

を基点に、開放的な空間へ向けて発展す

る空間体系の中にデイザインされている。

企画、常設の展示室には、それぞれに大

きなア トリウムをめぐる鑑賞動線が形成

されているが、ア トリウム空間によつて

それぞれの展示の特性が一層増幅される

ことが期待されている。

美術館における様々な作品は、その空間

と引き合う緊張の中に存在しているもの

だが、それらは見る人々の心の変化や、光

や影の変化といつた 「時間性Jの 中に開

花するものだと考えている。光はそれら

の主役で、作品の置かれている空間に生

命を通わせる。とりわけ自然の光は、空

間に時を生み、空間のシルエッ トを瞬間

から瞬間へと切り取つて行く。

積を重ねる空間のシルエッ トは、人々

の心を次なる新 しさへと開いていくもの

だ。巧まざる自然の働きをいかに空間に

引き込むかに意を用いる所以である。こ

の美術館の中にはかような光と影の動き

をつくり込みたいと考え続けていた。ハ

イサイ ドライ トやア トリウムの開口部か

ら入射する光と影は、実に豊かな時間の

軌跡を空 PBUに 描き出してくれる。

公園の幅にほぼ一杯に伸びる全面ガラ

ス貼りのロビー棟については、全長 1∞ M
に及ぶガラス面の全てを公園に向けた視

覚的流通がデイザインされている。美術

館内部が公園 (外 )にも顕であり、一方美行

館展示の背景が時には公園であるといつ

た直接的な視覚の流通を狙いとしたが、

外部と視覚的に交
rrする企画展示ア トリウム

常設展示アトリウム 公園にカラス面をいつばいに向けたロビー棟 床に l●すスクリーンのパターンが光と影を演出する。
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したがってロビー棟は展示室と公園との間

にあつて、視覚的交流を増幅するオルガ

ナイサーの役害」を担うものである。

そしてまたこのロビー棟にも光と影を

ブロデュースしている。

公園に向けて開放的なガラス面には、

サンコン トロール用のアルミスクリーン

を配列させて、変化を繰り返す自然の光

と影を床面に映し出そうというものであ

る。それらは 160Mの長さを適度に分節

しながら、光の行方に変化を重ねる。□

ビー棟はまたダイアゴナルな列柱を構成

して、あたかも地下 1階 の石と水のプロ

ムナー ドに架け渡された 「橋Jの 構えを

とつている。このことによつて石と水の

プロムナー ドの空間の外部化が際立ち、

公園との空間的呼応も直接的なものにな

ると考えられた。またダイアゴナルな列

柱は、ロビー棟のインテリアにある種の

リズムある動きを発生させて、パブリッ

クな空間性を活きつかせているものと思

つている。 ロビー棟はいわば、常設 企
画 情報の各ソーンヘアクセスするアベ

ニユーであるが、時にはこの長い空間性

を利用 した企画展示も予測の範囲に入れ

たものである。

美術館にはまた、自然の力に感応 して

活きづくアー トがつくり込まれている。

その一つはロビー棟の「音 J。 両方の窓側

の床吹出しグリルの中に、小型のスピー

カーを無数に配列 し、コンピューター処

理した水の音がその時々の温度と湿度の

組合せに感応して、時として同じものの

ない音をかすかに響かせ、人々の歩みに

呼応させているものである。

二つには、美術館閉館後のロビー棟に

降ろしたスクリーンに映し出される「光 J。

「音 J同 様にカオス理論で組み立てられた

光の変化が、美術館の夜の鼓動の如くに

色と動きの変化を映すもので、とりわけ公

園側に向けて夜の美術館を演出する。

三つには前面道路と美術館館領域を柔

らかく隔てるステンレスパイプが立ち並

′3矢来の動き。パイプはロビー棟の列柱

と同じ角度の傾きをもつて並び、アプロ

ーチを構成 するカスケードの水中に浮い

て、風をうけて変化ある動きを表わすと

いうもの。

また石と水のプロムナー ドの自然光の反

射もその一貫であるし、企画展示と常設展

示のそれぞれの棟に挟まれた中庭に、光

や音の思わぬ演出を潜ませている。

建築の命は竣工と同時に活きづいていく

ものだ。かつて江戸の時代にイメージ豊

かな芸術を生み出し、ヨーロッパ文化に

強い影響を与えたいわゆる川の手のこの

地に、今新 しい美術発信の拠点がつくら

れた因果を考えるにつけても、今後引き

もきらず訪れる利用者やアーテイス ト達

の手によつて、東京都現代美術館が活動

体としての完成を永遠に目指 し続けるこ

とに絶えざる関心を寄せたい。

|11

1階企画展示室  大型可動展示壁が展示のフ レキシビリテ イーを高めている 1階常設展ホ室

カスケードの水中より浮か′ぶ矢来

公園を引き込むように堀り込まれたプロムナード 水と橋をモチーフに江戸の現代風がデイザインされている エントランス回ビーと水と石のブロムナードの夜景

-3-
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世界のリゾー トロシティに成長したラスベガス
aaCa会員
株式会社長谷川テサイン研究所

代表取li役社長

長 谷 川 栄
埼玉県浦和市元町12716
TE匡  048-886-2402

刺激的な新名所登場。巨大
グラフイツク・デイスプレイ
「エクスペリエンス」

77億 円の巨費をかけ、210万 個の4色

構成バルブを250台 のパソコンが 100ギ

ガバイ トでフル稼働する、世界最大のグ

ラフイツク デイスプレイ システム が、
ラスベガス ダウンタウンのフレモン ト
ス トリー トに登場したというので早速取

材してきた。

この装置は従来からある商業建築用の、

ライ トアツプ、ネオンアー ト、イルミネ

ーション、レーザー光などいう古典的手

法に大きく水をあけたもので、400メ ー

トルにわたるモール全長に、シツクな円

形アーケー ドを新設 し、曲面アーケー ド

自体を210万灯の4色バルブで発光させ、

フアンタジックな動画を演出した画期的

なディスプレイ装置である。

イメージ表現のスピー ドと、多彩な色

彩表現の自由さは、いままでの光の反射

によるライ トアツプや、固定的な描写性

をもつネオンアー ト、緩慢なイルミネー

ションの点表現、画―的で機械的な直進

性をもつレーザー光などと違つてイメー

ジ表現の自由さがあり格段のエンターテ

イメン ト性を発揮するものであつた。

キヤノビーにビル トインされたバルブ

の点集合により65,536色の調色が可能

で、 180通 りのプログラムがコンピュー

ターにより演出される。音響のほうも、

208個 のグッ ドデザインの指向性スピー

カーが、540,000ワ ットのひろがりのあ

る環境音を提供し、映像をいちだんと引

き立てる。

このライ トシヨーは毎夜毎定時に無料

で6分間公開され、ストリー トを行く市民

や旅行者の眼を楽しませているが、その

効果は予想を遥かに超えたもので、ラスベ

ガスのレトロ調ネオンが輝くフレモントス

トリートの人気を盛り返すのに役立っている。

ネバダの砂漠の一角にラスベガスが蜃気

楼のように現われていらい、この地区は

ネオンの洪水を売りものにしてきたもの

だが、近年の大型ホテルのテーマパーク

化が大々的にス トリップ大通りを中心に

展開するのにともない、ダウンタウンの

ルネッサンスの秘策が練られていたもの

である。
日
砂塵のなかのカジノ シティロ

というイメージから、ラスベガスはいま

1993年の新型エンターテイメン ト ホ
テルの建設ラッシユ以来、大きく方向を

変え始めた。MGMグ ランド、トレジャー

アイラン ド、ルクソールに次いでいまや

フアミリーで娯 じめる健康でアミユーズ

メントなホテルが続々と建設を続行中で、

世界でも稀にみる一大リゾー トエリアに

成長 している。 1996年末までには、ニユ

ーヨーク ニユーヨークやエクスカリバ

ー、モンテカル ロなども完成し、宝島の

実物大帆船の海戦を観せる トレジヤー

アイランド、大山の大噴人を現出するミラ
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―ジュ、ローマの典雅な都市を構成する

シーザース パレスなど各ホテルに合流

して、文字どおり世界の リゾート都市ヘ

と大発展するのである。

これらの都市の 「アーバン シアター

化 |に は、アメリカ開拓時代いらいのダ

イナミズムを背景にしたミユーゼオロジ

ィ(美術館学)の哲学を明確にもつている

ことに気がつく。

どこかの国のように、断片的な発想で

大規模広告会社や展示メーカーが、商業

区ごとに一時しのぎのエンターテイメン

トを考えるのとは大差である。ミユーゼ

オロジィの手法はいまや砂漠から都市ま

で包みこんで人類の■― トピアの確立に

進んでいるといえる。コロラ ド川を宇宙

的規模のフーバーダムがせきとめて人工

湖と発電が始まつたのは 1935年 、フラン

クリン ルーズベル トによる業績で、南
カリフオルニア、ネバダ、アリゾナの100

万市民に豊かな電力を供給できるように

なり、当然このようにあり余つた電力の

生産的利用と環境アー ト化の発想が、ラ

スベガスをライ トアー トのメッカにした

のである。ここには永いスバンでの国づ

くりの計画がしつかりと築かれていたこ

とを知ることができる。

真暗な砂漠から徐々に近づいてくるラ

スベガスは、灯りが空をも焦がすように

明るく見え始め自らそのオアシスの方向

へとハン ドルを切つていく。中心のフレ

モン ト ス トリー トに着くと、この6分間

のライ トシヨーを見ようと数千のひとび

とがつめかけ30m上 方のキャノピーのほ

うを向いていまやおそしと待つている。

ショーはまず2羽の怪鳥がテーマの「工

クスペリエンスJのタイ トルを引つ張つ

て空を行く、ついで扉が開閉じ神秘の森

のなかの野鳥の群らがり、両側からの美

女たちの出現、抽象的な光の舌L舞、花火

の炸裂、ジエツ ト機数機の低空飛行と風

と光のパターン といつた抽象表

現主義′ふうで半りりやすく親 しみやすく、

そしてシツクで、決して卑俗に落ちない

みごとな演出のものであつた。他の時間

帯ではよリー般的でポピユラーなモテイ

ーフが選ばれ、ウエスターンもののカル

トゥーンが映像化されている。

6分間のシヨーの間、一瞬すべてのネオ

ンは

'肖

えて、殆どの観客がこの映像に吸

い込まれるようにしてわれを忘れ感動し

ているのを知ることができた。その興奮

はおそらく人生の夢を果たしてくれた、こ

のパイオニアにたいする、同じ人間とし

ての可能性にたいしての賞賛と満足、と

いった感情であつたろうとおもう。おも

わずジーンとなつて、私もハイエイト∨IDEO

のフアインダーを感激の涙で曇らせてし

まつた… ……。

-5-
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時代の華一輪
aaCa会員
日本国家

日本芸術院会員 日本美術院
lle事

松尾 敏男
神奈川横浜市青葉区あさみ野2‐ 16-4

TEL 045-902-6270

「巴里への想い」

1984年に初めてパ リを訪れることが

出来た。 1926年生まれの私は映画少年

だつたので、既に小学生の頃 1932年に

制作された、ルネ クレールの映画 「巴
里祭Jを見ていた。子供達がすべりおり

る石段の手すりや石畳、それがパリであ

ると私は思つていた。中学生になつてジ

ョリアン テユヴイヴィエの映画 「地の

果てを行く」を見た。フアース トシーン、

酔つた男女が夜半の町を騒ぎながら歩い

ていると、ある戸口から男が出てくる。

踊りましようとからむ女をさけて歩き去

る男を演 したのはジヤン ギヤバン、叫
び声でカメラがアツプすると、街の名前

「サン ヴアンサン|の札。だから私は
パリのどこかにその地名があることを既

に知つていたのだ。

「北ホテル」がサンマルタン運河沿い

にあること、そしてその街の風情までア

レクサンドル  トローネの優れたセット
装置で知つたつもりであつた。

「格子なき牢獄」でのコリンヌ リユシエ

ールの台詞、「パリの夜明けも美しいわ。

遠くで店のよろい戸をあける音がして母

さんがコーヒーをひく。なんでもないけど

すばらしいわJ私 はこれこそパリの音であ

ると思いこんでいた。

1984年 に初めてパリに来た私は、頭

の中にあつた街の姿を下敷きにして歩き

回つた。モンマルトルの階段、サン マ

ル タン・カフエのフーケツ。「大いなる

幻影」の中にも「貧しかつたのでマキシム

もフーケツも知らないJと しヽう台詞があ

るがそのカフエでコーヒーを飲んだ。その

年を皮切りに年に一度ぐらいの害」でパリ

をたずねる機会にめぐまれ、最近は、自

分の中にあるパリを現実のパリに投影さ

-6-

せて、自分なりの街の姿を作品に来ない

ものかとしきりに考えている。

たまたまパリで自選による展覧会をや

つた事もあつて、ここニケ月ぐらいの間

にパリを三度訪れた。少 しづつパ リとしヽ

う街が自分の中で発酵 しつつある様だ。

屋根に並んだ煙突が目にとまる。その

辺から始めようかと思い、スケ ツチブ ッ

クを開く。高い場所をさがして、屋根を

見て歩くことが多い。何故かと思つて気

がついた。

屋根に突きでた煙突。カメラがゆつく

りと下へおりながら街角をとらえる。

アコーディオンをひきながら歌つてい

る男。映画 「巴里の屋根の下 Jの フアー

ス ト シーンである。
ラス トシーンではカメラは上へ上へと

あがる。窓から屋根そして煙突。FIN。

映画少年だつた頃のパリヘの想いは、

古希を迎えた今も心に強く残つている。1■

ゝ ■ ■
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aaca会 員

彫支1家

建 畠  覚 造

東京都賞島区巣鴨314-29

具象は解りやすく抽象は難解であると

云つた一般化された認識はいまだに色濃

く残されている様だが、最近では街に抽

象彫亥Jが置かれることが多くなつて人々

も拒絶反応を示さなくなつて来ている。若

い人々が頻繁に海外に出かけてゆき、野

外における公共彫亥Jの抽象作品に触れ、

その体験と理解を広ιずている事もあり、

又、情報の同時化と云うか、東京もニュ

ーヨークもロン ドンもパリも茶の間の視

角に即伝わる時代性もあり、公共の広場

においての抽象彫刻の存在も、疑いなく

受け入れられる時代になつて来たのだろ

う。然し、そういう状況の中で環境造形

に係わる場において、建築家と彫亥」家と

の出合いは必ずしも工合よくいつてはい

ない様である。建築家の視角の射程にお

いて、美術は建築に対する付属物として

パターン化され、その質の問題は置きざ

りにされている場合が多い様である。一

方、彫亥り家の場合は、ア トリエと云う密

室空間に閉じられた思考の領域に依存し、

現代社会の生活空 PBAと の断絶が見られる。

つまり相互に共有する空間に対する配慮

が欠落しているのではないだろうか。

我々の生活空間における建築と彫亥」の

出合いを考えるとしたら、相互に共有す

る空間を考える事が不可欠であり、それ

は初期のプロジェク トにおいてなされる

事が望ましい。私の場合は比較的にそう

いう機会に恵まれて来ている。たとえば

天童駅前広場のモニュメン トでは、建築

家の本問利雄さんと、周りの舗道の敷石

の配置から照明灯のデザインにいたるま

で、双方の意見を突き合わせながら参加

させて頂いた。

東京銀行本店前の作品や高崎の城跡公

園のシティギヤラリー前のモニュメン ト

等も、各々三菱地所部や久米設計の担当

者との可也り初期の段階から打ち合わせ

の機会を持つ事が出来、建築と彫刻との

共有空間における彫亥」の位置づけも成功

したと思われる。

現在進行中の静岡県袋井市の駅前のモ

ニュメン トも、広場の設計者との一年余

にわたる打ち合わせにより総合的な環境

計画と同時進行 しつつあり近く完成の予

定である。

何れにしても現代彫刻の位置づけとし

てスペース感覚の欠落を私は認めないと

云う立場を取つている。つまり、スペー

ス感覚とは、或る空間に係わる作品の存

在する力で、もつとかいつまんで云うと、

例えば或る空間に置かれた作品が、或る

時ふと取り去られたとしたら、そこに補

い様のない空虚感をかもし出す様な充足

された存在感であると思う。其の様な作

品は環境を建築と共有しながら調和する

と云う事とは異つた要素が求められてい

る。私の考えでは彫刻は建築と対位する

高崎市城跡公園シティギャラリー前モニュメント
・ Wハ川NG FGURE(光 )・
H12000W2800D2800ス テンレススチール 1993年作

私は知つている。

東京銀行本店モニュメン ト(現在 東京三菱銀行 東京営業所)・ I嵩
H4000W3500D3800ス テンレススチール 1979年作

事によつて空間を共有する事が出来ると

思つている。

そして其の様な作品には充足された存在

感のもとになる独自性と、常識を超えた

不思議さを伴つているものである。当初

建築と極めて調和している様に見えた彫

刻が時が経つにしたがつてつまらなくな

り、むしろ其所に本を植えた方が良かつ

たのではないかと思われる多くの実例を

イ数・

ロ

天童市駅前広場モニュメント
・ WAVNG FGURE(波 貌)'
H6500W3000D1200ス テンレススチール 1992年 作

-7ニ
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aaca会 員

鉄建建設株式会社 専務取締役

室 橋  正 太 郎
東京都千代田区三崎町253
TEL 03-3221-2134

過日aacaト ークで建築基準法にまつわ

る話をさせていただいた。この協会員の

皆様には一番縁遠いことだと思うが建築

とは元来非常に社会性のあるものなので

最低の基準が必要となる。それが建築基

準法なのだ。他面建築は経験工学的要素

の強いものなので大きな災害があると基

準を改正することが少くない。

昨年の阪神大震災の時も新聞紙上に建

築基準法に関した記事がよく掲載され、

人々の関心事となつた。この事は非常に

結構な事なのだがその考え方に一般の人

と我々建築を業とする者との距離が目立

■)。

新潟地震や十勝沖地震の結果を踏まえ

昭和 48年 旋行令が改正された。さらに

宮城沖地震を教訓に昭和 56年 通称新耐

震法が施工され、構造強化へ規制が強化

された。この新耐震法とは国民の生命を

守る最低限度の基準を決めたものに過き

ないということを認識すべきなのだ。最

低限度とは圧死 しない、つまり倒壊はじ

ないということで全く無傷で残ることを

想定したものではないのだが、一般の人

は新耐震即ちそのまま使える建物と考え

ているようである。

専P5家側の一層のインホーム ド コンセ
ンサスが必要である。 しかしながらあの

震災で改正後の構造評定や技術基準によ

る査定を経た建物は、今までの調査によ

ると無傷ではないが倒壊 したものはない

ようで、旋行令改正の目的は果したこと

になろう。

施工令改正の際の話だが、前述のよう

に改正の目的はもつと書物を外力に対し

て粘り強くしよう、即ち靱性をもたせよ

うということだつた。その際すべての建

物を画一的に靭性をもたせることもない

のではないか、経済的負担も大きい。地

震の際防災拠点となるような建物は絶対

に壊れないように、普通の建物は人命は

救われる。即ち倒壊はしないように、あ

まり人命に関係のないような建物は今ま

で通りになど仕分けたらどうかとなり、建

物の種類による重要度係数のようなもの

を設けたらどうかの話となつた。

「しかしJあ る委員が言つた。 「街に

建築基準
義の根源にも拘わる。まあ、そこまで間

口を広げることもないけど。

ちなみに先の震災を下敷きとして基準

法改正の動きは進んでいるようだ。また

平成7年法律第 123号として 「建築物の

耐震改修の促進に関する法律Jが施行さ

れ、今までは法律不遡及の原則から、あ

えて触れなかつた新耐震以前の不特定多

数が使用する特定建築物にも耐震診断、耐

震改修が義務づけられている。   ■‐

米屋があつたとする。非常の際、米屋に

とつては米倉庫が演れても生活の拠点で

ある住宅店舗の無事を願うだろう。だが

街の人にと つては大切な食糧のある倉庫

の無事を望むだろう」「なるほど、そりゃそ

うだ、まあ今回は見送るかJでチ∃ン。

これはものを公的あるいは私的見地よ

り評価することでもあるが、ものの判断

を画―的に定義ずけることの危険性もま

た示竣している。大 tず さに言えば民主主

神戸 赤石町 (元町に近い所)の明海ビルです。左の新館は、ほぼ無傷、中央の旧館は
窓ガラスがすべて破損しました。
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崩壊、右の住友生傘神戸ビルは
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日本流行色協会 参与

福 原  一 郎
東京都大田区中央419-4
TEヒ 03-3778-0380

靴と流行色

今日、3月 15日 は、「靴の記念日 Jで 、

1870年 (日月治3年 )千葉県佐倉藩士の西村

勝三が大村益次郎の勧めによつて東京築

地入舟町に靴の工場を開設したのを記念

したもの。

こうして日本で洋式の靴の本格的生産

が始まつた。

人類の祖先が直立 2足 歩行をするよう

になつたのはいつごろかはつきりわから

ないが、約400万 年前の人類最古の足跡

が東アフリカ タンザニアで発見され、
この足型のレプリカを 1992年竣工した

近代的な大塚製靴日吉工場 (大谷研究室

設計)の ホールにレリーフとしてレザー

アー トで飾られている。ここでは革を裁

断して甲の縫製から底付けまで一貫した

生産を行い、付属設備としてクツのミユ

ージアムが開設されている。

はきものの歴史で最も古いものは古代

エジプ トのサンダルといわれる。これは

足を守るというより権威の象徴として一

部の限られた人たちが用いたもので、そ

の後、ギリシヤ、ローマでもサングルが

用いられた。そのほか足を包むシユーズ

の型式も現れた。中世まではヒールが無

く平らな底に台をつけたことなどからヒ

ールが考えられたといわれる。

日本に洋式の靴が伝わつたのは16世 紀、

ポル トガル人からと思われるが一般には

用いられず、江戸末期に坂本龍馬(1835

～1867)が はかまに靴をはいているのが

有名。

明治初年、鹿鳴館時代には紳士 淑女
が靴をはいてダンスを踊つた。

洋服の変還と共に洋靴も製法 デザイ
ンが移り変り、20世紀になつて昭和の始

めモダンガールやモダンボーイが靴にお

しゃれをした。第2次世界大戦中は流行

は影をひそめ、軍靴の生産が中心で皮革

が統制された。

戦後はアメリカの流行がとり入れられ、

外国映画や、ジヤズ音楽の影響からファ

ッションが生れ、靴も 「赤い靴Jや 「サ

ブリナシューズJ「ヘプバーンサングル J

な rl‐ が現れた。日本流行色協会は 1953

年に創立して、1959年 (現 天皇)と 1993

年 (皇太子)の ご成婚の慶祝カラーを発表

大塚製靴 日吉工場のホールにある 「人類最古の足跡 J

のレリーフ 猪俣伊治郎氏のレザーアー ト

した。流行色は 24ケ 月前にバリに18ケ

国の代表が集 り国際流行色の選定が行わ

れ、日本では 1年前に業界とも関係 して選

定が行われ修正を加えてシーズン前に発

表される。 1983年 JC C 40と いうカラ

ーコー ドが制定され、全国 8都市で定点

観測を行つて流行する色の方向を決める
‖
天気予報

‖
のようなもの、革靴の業界で

は 1991年、日本流行色協会が監修 して

65色のカラーコー ドをつくり商品開発や

在庫管理にまで活用 している。

日本人が洋式の靴をはくようになつて

から120数年、今ではファッシヨンの一

部となり、ライフスタイルの中にとり入

れられ、また、足の健康を考えた機能的

な靴もつくられている。      ●|

―

サフリナシユーズ(模造品)

1970年代流行した婦人の
バンタロン用サンタル

｀`
く
相
●●＼

履物業界標準カラーコー ド

1991年制定の履物業界のカラーコー ド
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大塚製靴 日吉工場に併設されているクツのオーツカ 資料館
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ヘプバーンサンタル

(同型のもの )
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ム学ラム」「東京国際フォー 見

aaCa会 員
タヘストリー

砂畠 睦子
神奈川県横浜市神奈川ERI浦島口丁516-707
]Eヒ 045-451-5973

足場の良い有楽町の元都庁跡地に、こ

の度東京国際フーラムがほぼ完成、オー

プン前の本国の見学会には驚いたことに

130名 集まり2時間に亘り説明を受けた。

まず街なかにこつせんと現れた、建物

という感を受けない長さ200m高 さ60m
の巨大な舟形のガラスの空間に入つた。

光をさんさんと受ける壮大な透き通つ

た大空間の中で、見上げると白い恐竜の

骨のようなものが天丼をうねり、周りの

璧面は正方形の平面ガラスを銀色のメタ

リックで組み合わせ、凹面形状の舟をふ

せたような形の全面ガラス張りで、こん

な建築もあるのかという想いを受けた。

透明なエリアは色がなく植裁や車の赤や

黄が印象的に目に飛び込み、外部との遮

蔽感がなく建物の中にいることを忘れる

ようであつた。この美しいダイナミック

な空間が今後実際にどのように使われる

のかが楽しみです。

さて、ガラス棟からホール棟に入ると

ガラスの軽快さとは一変して各ホールは

本のナチュラルと銀黒の対比のむしろ和

風を感じさせるものもあり、アメリカの設

計者のもつ日本のイメージを感じました。

他のホールも木と、黒に近いバンチン

グメタルとの組み合わせ、ナチュラルとモ

ノトーン、シンフルさが貫かれていました。

随所に取り入れた光の演出、不透明ガ

ラスに組み入れた自然光に近い光
P・■、光

天丼、光床、またホール正面玄関のエス

カレーターの両側の大階段は蹴上げがガ

ラスでした、ちょつとシンデレラのカラ

スの靴を想い出してしまいました。

東京の乱開発された周りのビルが迫つ

た都市環境のせいかそれらと対比する立

地上の窮屈さをまず感じました。

もう少し広場があつて少 し離れて眺め

ることができたら、またみど ll豊 かな都

市の中で対比があつたら、もつとこの建

物がはえたであろうにとかなわぬ東京の

立地条件に想い至りました。

ところで、この建物がどのような組み

合わせになつているのか最初に模型の説

明を受け後にバンフレッ トを見てあらた

めて素晴らしい構成美がつかめました。

今度は高いところから眺めてみたいも

aaCa広 報委員
株式会社 建設業信用調査協会

取締役営業部長

冨田 俊男
東京都調布市多摩川4■ 21
Tに L0424-39-2766

1989年秋、東京国際フオーラム設計

コンペ (選考委員会、会長丹下健三氏 )

が行われ、内外のt7ネコス 設計事務所か

ら395点 が集まつた。優勝 したのは、二

ユーヨークに事務所をもつ (株 )ラフアエ

ルウィニオリ建築士事務所である(当時は

別社名 )。 選考の ポイントとなつたのは

都市計画的に見て、旧都庁跡地は有楽町

駅から東京駅にかけてゆるやかなカーブ

があり、地下鉄有楽町駅と京葉線東京駅

間に建築するので凸レンズの様なガラス

ホールやその他のホール棟が敷地の条件

を生かしながら総体的にバランス良く収

まり、全体のコンセプ トとしてプラザ部

分を大きくパブリツクスペースをいかに

取り入れたかと云うことのようだ。

見学会は6月 19日 、梅雨時にも拘らず

晴れたムシ暑い午後 2時から 4時すざま

で約 100名が aacaの芦原義信会長を筆

頭に行われた。見学会の前に来日中のラ

フアエルヴイニオリ氏の挨拶のあと、予

想を上回る参加者となつたため 2グルー

プに分けての見学となつた。我々の案内

役を務めて下さつたのはプロジエク トマ

ネージャーの今川敦子さん。先ず 50分

の 1の模型を前にガラス棟、ホールA～ D

の説明を受けた後、各 自 レシーバーと靴

カバーを受けとり完成間近の工事現場ヘ

と向つた。総工費 1,650億 円をかけた建

物は如何なる姿で迎えてくれるのかと期

待で胸をふくらませ最初にガラスホール

に北側から入場 した。 全長約 210m、
全幅約 30m、 高さ約 65m(Bl Fよ り)

空間容積杓 25万 mミ 壁面ガラス8+8mm

(合せガラス)使用。入つてすぐの処で目

につくのが 1人の武士の立像、朝倉文夫作

なる開都 500年 記念の大田道灌像が皇居

の方を見つめる様に立つている。125mス

バンでたつた 2本 の柱だけで 2,500ト

ンもの 鉄 骨を支えている。この様な 巨

大な吹抜けの空間に小生は今まで入つた

記憶がない。まるで自分自身がかなり深

い船底から見上げているような感を強 く

するも、皇居側はかラスを通してホール

棟、ケヤキの植木 など見え、燦々と光が降

りそそき、全く圧迫感はなく内と外かつ

ながつている雰 EII気がしてきた。このガ

ラスホールを
‖
空中に浮かい巨大な船

口
とい

う人もいるそうでスンナリと納得させら

れた。総ガラス張のため、参加者から地

震対策や雨水の処理など質問が寄せられ

たが今川さんの話では阪神淡路大地震や

関東大震災でも大文夫との自信のある答

えが返つてきた。

この後ホール∧から順に Dま で完成直

前で職人や作業員が最終チエックで忙じ

く働いている中を汗たくになりながら、楽

しく見学させて頂いたことに感謝 いたし

ます。 7月 1日 に弓1渡 しが行われ、建物

の点検調整、職員の教育訓練の後、財団

法人東京国際交流財団 (I里事長檜垣正巳

氏)の運営で平成 9年 1月 10日 オープン

予定。今後20年 、30年 後の子供達がこ

の建物 に入りどんな想 いを抱くだろうか

と思い会場を後にした。

,|■‐

のだと思います。 ロ
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aaCa会 員
金属造形作家

藤田 仁
i奇玉県朝霧市溝沼71415
T巨 L048-466-3578

梅雨の晴れ間に、旧東京都庁舎跡地に新

たに建設されました東京国際フォーラムを

aaCa会員の皆様と見学させていただき、
金属造型 (モニュメン ト)の仕事をしてい

る私は、あらためて建築にも大きな夢と底

抜けに楽しい倉」造の世界を感じました。

3～4年 前より解体工事が開始された工事

塀の中で生まれる施設に興味深く有楽町を

通る度に眺めていますよ ある日気がついてみ

ると壮大なガラスの塊と大小のキューブ4個

で構成された建築物が出現していました。

アルゼンチン出身でニューヨークを根拠

地に活躍しているラフアエル ヴィニオリ
氏がコンペを経ての設計監I里と伺つていま

すが、旧都庁より移植した楓のスペースを

中心にホール棟とガラス棟と称する大胆な

二つの塊の建築構想は、夢のある素敵な造

型であり公共施設だから実現可能な設計と

受け止めました。

東京国際フォーラムの印象は、意表をつい

た大胆で美しいデザインで、周囲との調和と

存在感を持ち、建物はホール棟の「静 J、 ガ

ラス棟の 「動」を感 じ二つ合わせると温和

な個性を持ち、開館した時には大勢の人々が

行き来じ賑うことにより、生命を吹き込ま

れ楽しい空間を創造できると思います。

二つの棟のうちガラス棟に輿味を持ちワ

クワクする気持で館内に入りま|ス 。飛行機

の主翼を輸切りにして立てたような総ガラ

ス張りの空間は、風切り音が聞こえそうな

大きな変形した温室で、柱は未来に飛び立

つロケットが2基、天丼は超大な恐竜の背

骨を再現したような梁、蟻巣のように縦積

に往来できるスロープとブリッジ、さまざま

な形で構成された空間は、科学博物館を想

像しました。勿論、最先端技術に裏付けされ

た最小限の部材で構築されたガラス棟は、

ジャンボジェット機の設計と共通する感触

を受けました。唯一気になりましたことは、

平面的なガラス、金属、石材を主に無彩色

で構成してありますが、もう少し人の肌に

優しい曲面、素材の質感、色彩を欲しいと

感じましたが、久々に自分が小人になり蟻

の巣を冒険したような気持ちになり無邪気

に楽しめました。

/~」 ―プンした折りには、再度東京国際フ

ォーラムを訪れ楽しい空間を亭受 し、また何

か企画してホJレ等を利用したく思います。1■,

aaCa会 員
ll式会社 ワイディー 代表取締役

山本 誠
埼玉県新座市栄377

日本で初めての本格的な国際コンペと

して話題となつた東京国際フォーラムの竣

工が近づいた。コンペ以来はや7年近くが

経過し、その間のバブル経済からその崩壊

へとの日本経済の激動を誰が予想しえたで

あろうか。また全貌の見えてこない臨海副

都心をふと思いながらラフアエル ヴィニオリ

建築士事務所の今井さんの案内に従つた。

JRの高架下を抜け東京駅側からアプロ

ーチする。JRイ貝Jの ガラス棟と皇居側のホ

ール横の間に200m強の長いプラザが有
楽町イ貝」へと続いている。このプラザは両

棟間を結′〕とともに有楽田I駅  東京駅間
や周辺への歩行者の流れに対 して重要で

親しみやすいオープンスペースを提供 し

ている。このプラザ にアンソニー  カ
ロ、リチヤー ド ロング、安田侃による
造形が設置されている。このアー トワー

クの選定は都の訪問機関である選定委員

会 (小池―子委員長)に よる検討の結果

アー トディレクター方式が採用されたと

のことである。ブロポーザルによる 10名

の企画案の中からアー トコレクション担

当として篠田達美氏に決定した。 (建築

担当はラフアエル ヴイニオリ)篠 田氏
のコレク ション コンセプ トによると
「アー トワークは機能と目的をもつた施

設の建築空間と調和するものであるJこ

とを前提とし、国際性、現代性、永続性、

一貫性の 4点 を収集の基本的考え方とし

ている。全体のテーマ を「多様性の舟 J

(ガ ラスホールのイメージ )と し、東京の

多様な文化現象とこれからの世界の文化

的な多様性を受け入れる器として位置づ

け、作品間の対話から人々との対話、建

築空間との調和から想像力と感受性に満

ちた空間の倉J造につながるような作品の

選定を意図ヒノているようだ。まだ建物内

の作品は設置 されていないが、9月 には

国内外の著名な作家 50名 (日 本 18、 ア

メリカ 16、 イギリス 7、 フランス3、 韓 国、ド

イツ、イタリア各2)に よる 134点 (こ
のうち製作依頼は 10点 ほど)の作品が設

置される予定である。当初はアートワーク

予算を総工費 1,650憶 の 1%を 目標とし

たようだが最終的には 5億 8,500万 に切

り詰められたとのことである。これもバブ

ルの崩壊による後遺症であろうか。

プラザからガラスホールに人ると地下

から高さ 60m、 長さ 208mの ガラスに

よる吹抜けの大空間が広がる。このホー

ルの入口に旧都庁舎にあつた太田道灌像

が皇居に向つて立っている。今後展開さ

れる現代美術のコレクシヨンの中でこの

像は案外部の歴史を感 じさせ、利用者を

ほつとさせるのではないだろうか。また、

岡本太郎のあの壁画があつたならさらに

豊かな気持ちにさせてくれるのではないか

と思つたのである。

建築空間は明快なプランと大胆な構造

によるダイナ ミックな空間であるが、中

を歩いてみると実際の印象はいたつて優

しい。全体 に奇 を街つたところが無く、

素材、色彩、デザインが適度に抑制され心

地よい空間を味わうことができる。これ

から設置されるアー トもすんなりとこの

建築空間に溶け込むのではなかろうか。多

様な作品による対話の可能性と想像力と

感受性に満ちた空間の倉J造が実現するこ

とを楽しみにしたい。ともあれ来年 1月

のオープンから多くの人々に利用され親

しまれることこそがこの施設を育て、首

都東京に相応 しい総合文化施設として認

められることになるのだろうと思いなが

ら東京国際フォーラムを後にした。  ■1
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タベス トリー 造形家

中 本寸 )青 美
東京都板橋区赤塚新町3-2516
TEL 03-3989-6530

表現手段 と してのタペス トリーの素材、素材は表現の発想 と無

関係ではない。作品は素材 によつて表現されるのではな く、発

想された作品にそのが必要 とされたものである。異なる素材が

共鳴 しあい新 しい表現 になる。

「天と地 」

設置場所 :

応用地質名古屋支社

3000nlnl× 3000mmX 150mm

雄大な阿蘇山の傾斜地 に同研修セ ンターのモニユメン トとして

設置 しま した。大地の深底よ り創造のマグマが大地に向かつて

大きく『動 き』 『響 く』 『様』をテーマ とした造形の表現 とし

た。

「

「創造の鼓動 」

設置場所 :

熊本県阿蘇郡長陽村

東京海上阿蘇研修セ ンター

21 00rnin× 800mm× 300mrn

老人や障害者 と共に、一般町民が気軽 に利用で きる、この体育

館は、大変明る く人間と建築空間が融合 した語 らいの場 となつ

ています。そんな雰囲気を壊す ことな く自己主張 しつつ、楽 し

く寛 げる壁画 としま した。

「町営本宮町体育館・ラウンジ r飛翔』」

設置場所 :

福島県本宮町 福祉の森地区内

28mX120m変汗多

4 ・

ドライでかさかさになつて来た都市、ことに新宿の界隈に湿 り

気のある柔 らかい空気を感 じる空間を創 り出 したかつた。屋外

環境では耐久性や耐候性を考慮 した構成 に材質からしみでる優

雅さを造形 して見た。

「シャンピニヨン」

設置場所 :

新宿マインズタワー外構
2000inm× 260rnm

/7ビアランス会員衛詔介

-12-

褥 1:取

締役 彫刻家

圏雛磯剛髄麟劇臨蒔ホ●3■7

響摯警警:「響



aaCa会員募集のお知らせ

建築・美術・工芸等の分野の方々による交流・協力を………。

■都市景観シンポジウム (京都、長野、水戸、静岡で開催 )

■記念講演、シンポジウム

■交流の集い

■研修見学会

■aacaト ーク 45回 を数える講演者を囲んだパーティー
形式の トーク。

■会報の発行 多彩な内容で毎回数多くの参加者を集め、会
員相互のコミュニケーションを活溌に図つている。

豊かな美術的環境の倉」造を目指す団体です。

(社 )日 本建築美術工芸協会は、建築家、美術家、工芸家その

他の人びととの連携と協力により、豊かな芸術的環境の創造

と保存を図り、これを通 じて日本文化の向上、発展に寄与す

ることを理念としています。

■aaCa賞
優れた芸術的環境づくりを表彰しています。

■ス トリー トアー ト デザインコンテス ト 街中の公共空間
の環境づくりに貢献する優れたス トリー トアー トデザイン

を公募、表彰。

■aaCa作 品写真展
■各種展覧会 (ヨ ーロッパ町並展等 )

自 「都市景観デザインヘの提言J建築業界誌に 「都市景観デ
ザインヘの提言」を連載 し、わが国の芸術的環境の創造と

保存を提案しつづけています。

日地域サービス活動 文化は地域の気候風土、風俗、習慣、
歴史伝統などに育まれることを理解して、新しい地域文化

の形成をめざした地域サービス活動と取り組んでいます。

1968年 、「新 しい建築のなかに美術 工芸 造園などの造
形作品をとり入れ、人間性豊かな環境づくりJの ために、建

築、美術工芸に関する方々相互の交流をめざして、任意団体

「建築美術工業協会Jを設立。講演会、展覧会、見学会の開

催、会報の発行などの活動 を続けてきました。 1988年 4月

21日 、より幅広い方々との交流を深めると共に、よリー層の

飛躍をめざして改組、日本建築美術工芸協会を設立 しました。

そして同年 11月 28日 に文化庁所管の社団法人としての設立

許可を得、以来芸術的環境の倉J造を目指し、以前にも増して

活溌な活動を続けています。

国内はもとより、広く海外との交流を図り、建築 美術 工

芸などにかかわる情報を収集、分析しています。また、会員

である建築家 美術家 工芸家の方々の作品、業績、経歴な
どをライブラリー化 し、一般のみなさまに広く活用していた

だける体制づくりを整えています。

日本の各地には世界に誇るべき豊かな環境があります。しか

し、激 しい開発の波に洗われ、崩れ去ろうとしています。日

本の優れた芸術的環境を次代に伝えるために、 「文化のため

の 1%シ ステム法Jの制定運動をはじめ、さまざまな保存活

動を進めています。また、調査面においても同法制定に関し

ての実態追跡調査、歴史的環境 建造物の保存および再生の
ための調査研究、パブリックアー トに関する研究などを地道

ながらも着実に続けています。

ランドスクープ
漕記マ

〔グ
'/f.{Γ

_́＼ ＼
星    _置 鰊 __‐   1
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文化活動

情報 :広報活動

保存・調査活動



第8回aaCa'96Jヒ九州 ンポジウムのお知らせ

私共、社団法人日本建築美術工芸協会は建築家、画家、彫刻家、工芸家、グラフイツクデザイナー、

写真家など芸術家が集まり各々の立場から協力しあい私達の環境を芸術性豊な場とすることを念願し

てシンポジウムをはじめ各種事業を行つております。

今年度は北九州市においてaacaシンポジウムを開催いたします。

テ ー マ :「開発と保全」

歴史と環境を生かしたまちづくり

レトロ都市門司の事例

パネリス ト :黒川紀章  建築家
村松貞次郎 歴史、明治村館長
宮本忠長  建築家
出口 隆  北九州市助役

司   会 :内丼昭蔵  建築家
(日本建築美術工芸協会副会長 )

日   時 :平成8年 10月 31日 (木)午後1時～5時

場   所 :北九州国際会議場メインホール
註 :会員の参加御案内等については、追つて協会、「事務局だよりJで詳細を

お知らせ申し上げます。

通りの電線も地中化され、建設当時の美しい姿を見せる旧大阪商船

-14-
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主 旨
北九州地域は、わが国近代化の歴史の

中でもつとも重要な位置を占めてきた場

所といえます。とりわけ八幡製鉄は、わ

が国の基幹産業を担い、高炉を中心とし

た製鉄所工場群、巨大な煙突などの偉容

は近代産業の象徴としていまだに私達の

心に強く焼き付いています。又、北九州

の諸都市は港湾、鉄道など交通流通シス

テムと一体となり、国内はもとより世界

に向けて開かれ、それぞれの都市は独自

な発展をしてきました。

しかしながら戦後へ問もなく起こつた

産業、経済の構造変化はこれまで日本を

支えてきた北九州の基盤を揺るがし、都市

の風景も次第に変わつてきたのでありま魂

門司は北九州の玄関口として栄えてき

たまちでありますが、時代の変遷ととも

に以前のような活力がみられなくなつて

きました。そこで門司では昔の面影を残

す歴史的建造物を修復 復元 再生など
の手法を用い、懐古イメージを中心とし

た新しいまちづくりをして、再びまちを

よみがえらせようとしたのでありま現

「まちJづくりで常に当面するのは開発

と保全という矛盾する要素を如何に調和

させていくかということであります。歴

史と伝統を守り環境を保全することは当

然でありますが、そこに住む人々の生活

を重視することも大切なことと思います。

私達が常に直面している「開発と保全 J

という問題を懐古的イメージ (レ トロ )

でよみがえつた北九州市を事例にとり、考

えてみたいと思います。

■ .:

改築が終わつた旧門司税関

発行 :1臭 日本建築美術工芸協会

Phone 03-3457-7998
Fax  03-3457-1598
〒108 東京都港区芝52620
建築会館6F

振替 :東京 1365085

編集 :(社 )日 本建築美術工芸協会 広報委員会

広報担当理事 析「澤孝彦、

玉見 満 (委員長 )、 高部多恵子、坂上みつ子

富田俊男、北村孝昭、石田員人、

渡部毅志

制作協力 :(株 )SP建 材エージェンシー

-15-

門司港駅前に移築された旧門司三井倶楽部 正面門柱も建設当時のもの



大 量家ォーミ陶 業 株 式 会 社
東京支店/東京都千代田区神田司町2丁 目6番地(平沼ビル)
大阪支店/大 阪市中央区大手通 3丁

一日2番 21号
一Ｔ

一Ｔ

な035295-3555代表
806‐ 9436695代表

築地えとビル  設lil。 施 11//大林細
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■ 東京都現代美術館
品  名 :天丼・サンスクリーン・柱カバー
材  質 :アルミ
仕  上 :合金発色

設  計 :柳澤孝彦+TAK建 築・都市計画研究所
施  工 :竹中・村本・浅沼・大木・森本・三平・巴組建設共同企業体

菊川工業株式会社 本社 〒130東京都墨田区菊川2-18-10 TEL03-3634-3231(代表)
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麟 鉦炸

ニジマスの稚魚

地球環境の再構築は、すでに切迫した課題です。地球が保有する資産を大切に活用しながら、新たな資産を発

見・倉1出していかなければなりません。そのためには、私たち人間はあらゆる生物たちと対話し、その力を借りなが

ら、共に成長していくことが大切で九 竹・ |:]1務店は、早^く力も独自の「地球環境憲章」を制定し、地球環境の再構

築をめざす新技術を育成してさました。その成果を方、まえ、いま、技術のさらなる高度化を積極的に推進して
います。

竹中工務店
お問い合わせは一一―― ――――    ― 総本店広報ヘ
〒541大阪市中央区本町4丁目113■ 06(252)1201
〒104東 京都中央区銀座8丁 目21 l Te103(3542)7100

[WWW Home page]http:〃 www takenaka co ip/
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